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� �

ồめる学生ീۑ

本学の理ᛕに基づࡁ、ඃれた医学◊✲者ࡸ医⒪人と࡞るのにᚲせ࡞学㆑࣭⬟ຊ࣭ᢏ⬟を修得する

⣲㣴をᣢࡕ、㧗ᗘ࡞医学◊✲⬟ຊの修得に┿ᦸに、また⇕ពをᣢࡗて取り⤌ࡴ、次のࡼう࡞人ᮦを

ồめている。

１．医学࣭医⒪࣭生࿨科学ࡸ、医学と他ศ㔝との⼥合㡿ᇦにおいて、科学の᥈✲を通して医学࣭

医⒪の㐍Ṍ࣭発ᒎにᐤ୚し、♫఍に㈉⊩したいというពḧをᣢつ者

２．国㝿ⓗど㔝をᣢࡕ、ୡ⏺ⓗにά㌍しࡼうというពḧ࠶る者

３．生࿨にᑐするᑛཝのẼᣢࡕを᭷し、☜ᅛたる೔理ほを᭷する者

４．⏘ᐁ学のᗈいศ㔝で、⑌⑓ඞ᭹のための࣮࣮ࣜࢲとしてά㌍しࡼうというពḧの࠶る者

入学者選抜の基本方㔪ۑ

࣭ඛ➃医学◊✲者࣭ࢫ࣮ࢥ㧗ᗘ医⒪人࣭ࢫ࣮ࢥ学㝿ⓗ医⒪人ࢫ࣮ࢥ

１．医学࣭医⒪࣭生࿨科学ࡸ、医学と他ศ㔝との⼥合㡿ᇦにศࡅて、その基♏▱㆑とᛮ⪃⬟ຊ

をၥう「医学࣭生࿨科学୍⯡」の試験を実施する。

２．国㝿ⓗど㔝と表⌧ຊをၥう「እ国ㄒ（ⱥㄒ）」の試験を実施する。

３．◊✲ពḧ、༠ㄪᛶ、೔理ほ等を☜ㄆする㠃᥋試験を実施する。

࣭㹌㹁㹂␿学࣮ࣜࢫ࣮ࢥ࣮ࢲ

１．㠀ឤᰁᛶ⑌ᝈ（㹌㹁㹂）ඞ᭹のための基♏▱㆑をၥう「ᑠㄽᩥ」の試験を実施する。

２．国㝿ⓗど㔝と表⌧ຊをၥう「እ国ㄒ（ⱥㄒ）」の試験を実施する。

３．◊✲ពḧ、༠ㄪᛶ、೔理ほ、ㄒ学ຊ等を☜ㄆするⱥㄒにࡼる㠃᥋試験を実施する。

４．㹌㹁㹂ඞ᭹に関するពḧ、⤒験、ㄒ学ຊを☜ㄆするᥦ出書類にࡼりホ౯する。
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大学㝔医学⣔◊✲科医学ᑓᨷ༤ኈㄢ程では、࣮ࢩ࣏࣭࣐ࣜࣟࣉ࢕ࢹにᐃめる㧗ᗘ࡞▱㆑࣭ᢏ⾡࣭

⬟ຊを修得するため、次のとおり教⫱ㄢ程を⦅成します。

１．教⫱ㄢ程の⦅成の方㔪

ඹ通科┠（または࢔ࢥ㡿ᇦ）では、医学◊✲者としてᚲせ࡞ᑓ㛛ⓗ▱㆑と◊✲ᢏ⾡を修得す

るととࡶに、医学೔理、生࿨೔理、◊✲೔理についての༑ศ࡞▱㆑と೔理ほを修得する。

選ᢥ科┠では、ྛᑓ㛛㡿ᇦにおࡅる◊✲ศ㔝のㅮ⩏、₇⩦、実⩦にࡼり、᭱ඛ➃の▱㆑と◊

✲ᢏ⾡を修得し、⮬立して◊✲を㐙行でࡁる⬟ຊを㣴成する。

２．教⫱ㄢ程におࡅる教⫱࣭学修方法に関する方㔪

（１）１ᑓᨷ４ࢫ࣮ࢥとするࡇとで、す࡭ての大学㝔ᢸᙜ教ဨにࡼるᶓ᩿ⓗで᭷ᶵⓗ࡞教⫱࣭◊

✲指導యไとする。また、」ᩘ指導教ဨไとする。

（２）ඛ➃医学◊✲者࣭ࢫ࣮ࢥ㧗ᗘ医⒪人ࢫ࣮ࢥ及び学㝿ⓗ医⒪人ࢫ࣮ࢥには、ඹ通科┠と選ᢥ

科┠をおく。

ඹ通科┠としては௨ୗの授業科┠を学修する。

① 医学⥲合≉ㄽ及び࣮ࢼ࣑ࢭࣝ࢝ࢽࢡࢸでは、医学◊✲者としてᚲせ࡞ᑓ㛛ⓗ▱㆑と◊✲

ᢏ⾡を修得する。

② 医学生࿨೔理学ᴫㄽでは、医学೔理、生࿨೔理、◊✲೔理についての༑ศ࡞▱㆑と೔理

ほを修得する。

③ ␿学࣭医⒪⤫ィ学ᴫㄽでは、医学◊✲にとࡗてᚲせ࡞␿学࣭⤫ィ学の▱㆑を修得する。

մ 基♏と⮫ᗋの⼥合࣮ࢼ࣑ࢭでは、基♏と⮫ᗋのᯟを㉺࠼た▱㆑と⪃࠼方を学ࡪ。

選ᢥ科┠では、ྛᑓ㛛㡿ᇦの᭱ඛ➃の▱㆑と◊✲ᢏ⾡を学修し、⮬立して◊✲を㐙行でࡁる

⬟ຊを修得する。

。るࡅ科┠をタࢫ࣮ࢥる࠶ẖにୗ記の≉Ⰽࢫ࣮ࢥྛ（３）

① ඛ➃医学◊✲者ࢫ࣮ࢥでは、ඛ➃ⓗで≉Ⰽ࠶る◊✲にゐれるᶵ఍をタࡅるととࡶに、◊

✲೔理の基♏᭱ࡸඛ➃の◊✲ᢏ法を修得し、⮬立して◊✲を㐙行でࡁる⬟ຊを修得する。

② 㧗ᗘ医⒪人ࢫ࣮ࢥでは、⮫ᗋ◊✲に㔜Ⅼを⨨ࡁ、医⒪೔理学ࡸ法ไ学を学び、医⒪⌧ሙ

で࣮࣮ࣜࢲとしてά㌍でࡁる⬟ຊを⫱成する。さࡽにᑓ㛛医としてࡩさࢃしい医⒪ᢏ⾡を

修得さࡏ、ᑓ㛛医の資格取得を支援する。

③ 学㝿ⓗ医⒪人ࢫ࣮ࢥでは、医学にຍ࠼ᕤ学ࡸ理学等、学㝿ⓗ࡞▱㆑と◊✲方法を教授し、

⏘学㐃ᦠのሙでά㌍でࡁる⬟ຊを修得する。

մ 㹌㹁㹂␿学࣮ࣜࢫ࣮ࢥ࣮ࢲでは、㠀ឤᰁᛶ⑌ᝈ（㹌㹁㹂）の␿学࣭⮫ᗋ␿学࣭බ⾗⾨生

を修得さࡏ、㹌㹁㹂ඞ᭹のために⏘ᐁ学のศ㔝において国㝿ⓗにά㌍する࣮࣮ࣜࢲを㣴成

する。科┠は、࢔ࢥ㡿ᇦ、支援㡿ᇦ及び実⩦にศ類される。実⩦には、学እでの࣮ࢱࣥ࢖

。まれるྵࡶࣉࢵࢩࣥ

３．学修成ᯝのホ౯の方㔪

学修の成ᯝは、ࢫࣂࣛࢩに記載された学修┠ᶆについて、試験及びࣞࢺ࣮࣏等、ከ㠃ⓗ࡞ホ

౯方法にࡼり฿㐩≧ἣをᐈほⓗにホ౯する。

◊✲の㐍ᤖ≧ἣについては、➨３学ᖺに࣮ࢱࢫ࣏発表にࡼる◊✲基♏ຊ試験（㹏㹃�を行いホ

౯し、◊✲指導ィ⏬書のⅬ検を行う。

学఩ㄽᩥのᑂᰝは、ཝ格ᛶと㏱᫂ᛶを☜保するためにබ㛤で行い、▱㆑、⬟ຊ、発ᒎᛶ等に

ついてホ౯する。
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大学㝔医学⣔◊✲科医学ᑓᨷ༤ኈㄢ程においては、教⫱┠ᶆにᐃめる人ᮦを⫱成するため、所ᐃ

のᮇ㛫ᅾ学し、ᚲせ࡞༢఩を修得のう࠼、ᑂᰝ及び試験に合格し、次のとおりඃれた▱㆑と⬟ຊを

㌟につࡅた学生に学఩（医学ᑓᨷ㸸༤ኈ（医学））を授୚します。

１．医学◊✲者としてᚲせ࡞ᑓ㛛ⓗ▱㆑と◊✲ᢏ⾡を㌟につࡅている。

２．医学೔理、生࿨೔理、◊✲೔理についての༑ศ࡞▱㆑と೔理ほを㌟につࡅている。

３．⮬立して◊✲を᥎㐍し、ୡ⏺にྥࡅて◊✲成ᯝを発ಙするࡇとがでࡁる。

４．医学◊✲ࡸ医⒪の᥎㐍を通じて♫఍に㈉⊩するࡇとがでࡁる。

㸳．ࡇれにຍࢫ࣮ࢥ、࠼ẖにୗ記の⬟ຊを᭷するࡇとを修了のせ௳とする。

（１）ඛ➃医学◊✲者ࢫ࣮ࢥでは、᭱ඛ➃のᑓ㛛ⓗ▱㆑をᣢࡕ、⏘ᐁ学におࡅる࣮࣮ࣜࢲとして

国㝿ⓗにά㌍でࡁる。

（２）㧗ᗘ医⒪人ࢫ࣮ࢥでは、ᑓ㛛医としてࡩさࢃしい▱㆑と医⒪ᢏ⾡をᣢࡕ、医⒪⌧ሙで࣮ࣜ

。るࡁとしてά㌍で࣮ࢲ

（３）学㝿ⓗ医⒪人ࢫ࣮ࢥでは、医学と他ศ㔝を⼥合する学㝿ⓗ▱㆑と◊✲⬟ຊをഛ࠼ている。

（４）㹌㹁㹂␿学࣮ࣜࢫ࣮ࢥ࣮ࢲでは、␿学࣭⮫ᗋ␿学の◊✲⬟ຊと⏘ᐁ学のศ㔝で࣮࣮ࣜࢲと

。るࡁⱥㄒに⩦⇍し国㝿人としてά㌍で、ࡕる⌧ሙຊをᣢ࡞
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医学ᑓᨷ３㸮名

（♫఍人入学にࡼる者をྵࡴ）

ͤ 「がࢇᑓ㛛医㣴人㣴成ࢫ࣮ࢥ」及び「)RUHQVLF *HQHUDOLVW��)RUHQVLF 6SHFLDOLVW 㣴成ࢫ࣮ࢥ

（ᆅᇦでά㌍する法医⮫ᗋ医࣭法ṑ科医㣴成ࢫ࣮ࢥ）」のヲ⣽については、ู ῧの学生ເ㞟をཧ

↷してください。

（ഛ⪃） ᅾ⫋のままでᑵ学をᕼᮃする♫఍人にᑐして、大学㝔タ⨨基‽➨１４᮲にࡼるࠗ教⫱方法の≉౛࠘を

㐺用し、「ኪ㛫その他≉ᐃの᫬㛫ཪは᫬ᮇにおいて授業ཪは◊✲指導を行う等の㐺ᙜ࡞方法にࡼる」教

⫱を取り入れています。

１．大学の医学㒊医学科、ṑ学㒊ཪは修業ᖺ㝈㸴ᖺの⸆学、⋇医学をᒚ修するㄢ程を༞業した者及

び௧࿴㸵ᖺ３᭶までに༞業ぢ㎸みの者

２．እ国において、学ᰯ教⫱におࡅる１㸶ᖺのㄢ程（医学、ṑ学、⸆学ཪは⋇医学をᒚ修するㄢ程

をྵࡶࡴのに㝈る。）を修了した者及び௧࿴㸵ᖺ３᭶までに修了ぢ㎸みの者

３．እ国の学ᰯが行う通ಙ教⫱におࡅる授業科┠をᡃが国においてᒚ修するࡇとにࡼりᙜヱእ国の

学ᰯ教⫱におࡅる１㸶ᖺのㄢ程（医学、ṑ学、⸆学ཪは⋇医学をᒚ修するㄢ程をྵࡶࡴのに㝈る。）

を修了した者及び௧࿴㸵ᖺ３᭶までに修了ぢ㎸みの者

４．ᡃが国において、እ国の大学のㄢ程（その修了者がᙜヱእ国の学ᰯ教⫱におࡅる１㸶ᖺのㄢ程

（医学、ṑ学、⸆学ཪは⋇医学をᒚ修するㄢ程をྵࡶࡴのに㝈る。）を修了したとされるࡶのに

㝈る。）を᭷するࡶのとしてᙜヱእ国の学ᰯ教⫱ไᗘにおいて఩⨨௜ࡽࡅれた教⫱施タでࡗ࠶て、

ᩥ㒊科学大⮧がูに指ᐃするࡶののᙜヱㄢ程を修了した者

㸳．修ኈㄢ程を修了した者ཪは修ኈの学఩を᭷する者とྠ等௨ୖの学ຊが࠶る者で、大学の医学、

ṑ学、⸆学ཪは⋇医学をᒚ修するㄢ程を༞業した者とྠ等௨ୖの学ຊが࠶るとㄆめࡽれる者等᫛

࿴３㸮ᖺ４᭶㸶᪥ᩥ㒊┬࿌♧➨３㸷ྕ及びᖹ成ඖᖺ㸷᭶１᪥ᩥ㒊┬࿌♧➨ ��� ྕにࡼりᩥ㒊科

学大⮧の指ᐃした者

㸴．修業ᖺ㝈が㸴ᖺの大学（医学、ṑ学、⸆学ཪは⋇医学をᒚ修するㄢ程に㝈る。）に４ᖺ௨ୖᅾ

学し、ᙜヱ大学を༞業してい࡞い者でࡗ࠶て、所ᐃの༢఩をඃ⚽࡞成績で修得したと本学大学㝔

がㄆめた者

㸵．እ国において学ᰯ教⫱におࡅる１㸴ᖺのㄢ程（医学、ṑ学、⸆学ཪは⋇医学をᒚ修するㄢ程を

る授業科┠をᡃが国においࡅのに㝈る。）を修了した者、እ国の学ᰯが行う通ಙ教⫱におࡶࡴྵ

てᒚ修するࡇとにࡼりᙜヱእ国の学ᰯ教⫱におࡅる１㸴ᖺのㄢ程（医学、ṑ学、⸆学ཪは⋇医学

をᒚ修するㄢ程をྵࡶࡴのに㝈る。）を修了した者、ཪはᡃが国において、እ国の大学のㄢ程（そ

の修了者がᙜヱእ国の学ᰯ教⫱におࡅる１㸴ᖺのㄢ程（医学、ṑ学、⸆学ཪは⋇医学をᒚ修する

࣭ඛ➃医学◊✲者ࢫ࣮ࢥ
࣭㧗ᗘ医⒪人ࢫ࣮ࢥ

（ͤ「がࢇᑓ㛛医⒪人㣴成ࢫ࣮ࢥ」及び「)RUHQVLF

*HQHUDOLVW��)RUHQVLF 6SHFLDOLVW 㣴成ࢫ࣮ࢥ（地域で活
躍する法医臨床医・法歯科医養成コース）」をྵࡴ）

࣭学㝿ⓗ医⒪人ࢫ࣮ࢥ
࣭㹌㹁㹂␿学࣮ࣜࢫ࣮ࢥ࣮ࢲ
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ㄢ程をྵࡶࡴのに㝈る。）を修了したとされるࡶのに㝈る。）を᭷するࡶのとしてᙜヱእ国の学

ᰯ教⫱ไᗘにおいて఩⨨௜ࡽࡅれた教⫱施タでࡗ࠶て、ᩥ 㒊科学大⮧がูに指ᐃするࡶののᙜヱ

ㄢ程を修了した者でࡗ࠶て、所ᐃの༢఩をඃ⚽࡞成績で修得したと本学大学㝔がㄆめた者

㸶．本学大学㝔において、個ูの入学資格ᑂᰝにࡼり、大学（医学、ṑ学ཪは修業ᖺ㝈㸴ᖺの⸆学、

⋇医学をᒚ修するㄢ程に㝈る。）を༞業した者とྠ等௨ୖの学ຊが࠶るとㄆめた者で、௧࿴㸵ᖺ

３᭶３１᪥において２４ṓに㐩している者

１．出願ᮇ㛫

２．出願書類のᥦ出ඛ及び↷఍ඛ

３．出願書類等（ͤは本学所ᐃの用⣬）

書� � 類� � 等 ഛ� � � � � � � � � � ⪃

� 入学ᚿ願⚊ ͤ ᚿ願⚊の「記入ୖのὀព」をཧ↷のう࠼、記入してください。

� 成績ド᫂書

出㌟大学（学㒊）㛗が᪥本ㄒまたはⱥㄒで作成し、ཝᑒしたࡶの。

本学༞業（ぢ㎸）者は୙せです。࡞お、大学㝔修ኈㄢ程修了（ぢ㎸）

者は、出㌟大学㝔（◊✲科）の㛗が作成しཝᑒした成績ド᫂書ࡏేࡶ

てᥦ出してください。

�
༞業ド᫂書ཪは

༞業ぢ㎸ド᫂書

出㌟大学（学㒊）㛗が᪥本ㄒまたはⱥㄒで作成したࡶの。本学༞業

（ぢ㎸）者は୙せです。

お、大学㝔修ኈㄢ程修了（ぢ㎸）者は、出㌟大学㝔（◊✲科）の࡞

㛗が作成した修了（ぢ㎸）ド᫂書のみをᥦ出してください。

�
検ᐃ料⣡௜☜ㄆ書

（ᕳᮎに⥛㎸み） ͤ

入学検ᐃ料 を、検ᐃ料᣺㎸用⣬（本学所ᐃの用⣬࣭ᕳᮎに

⥛㎸み）を౑用し、௧࿴㸴ᖺ１㸮᭶１１᪥（金）１１ࡽ࠿᭶１᪥（金）

のᮇ㛫に㖟行で᣺㎸ࢇだ後、

� ཷ験⚊࣭෗┿⚊ ͤ
෗┿（３࠿᭶௨ෆに᧜ᙳしたṇ㠃ୖ༙㌟、↓ᖗ、⦪４੉�ᶓ３FP の

。の）を෗┿ḍに㈞௜してくださいࡶ

� ཷ験⚊㏦௜用ᑒ⟄ ͤ

� ⚊て名࠶ ͤ
合格通▱をཷࡅるᐄඛを記入してください。ྎ⣬は、はがさ࡞いで

ください。

� 所ᒓ㛗のཷ験チྍ書

⌧に大学㝔にᅾ学୰の者（௧࿴㸵ᖺ３᭶までに修了ぢ㎸の者は㝖

く。）及びᐁබ⨫、医⒪ᶵ関、఍♫等にᅾ⫋୰の者のみ。（本学にᅾ

⫋୰の者は୙せです。�（ูῧᵝᘧ౛ཧ↷）
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書� � 類� � 等 ഛ� � � � � � � � � � ⪃

� ⱥㄒᑠㄽᩥ ͤ 㹌㹁㹂␿学࣮ࣜࢫ࣮ࢥ࣮ࢲを選ᢥした者のみヱᙜ� � �

�� ⱥㄒ⬟ຊホ౯表 ͤ 㹌㹁㹂␿学࣮ࣜࢫ࣮ࢥ࣮ࢲを選ᢥした者のみヱᙜ� � �

�� ᥎⸀書 ͤ

㹌㹁㹂␿学࣮ࣜࢫ࣮ࢥ࣮ࢲを選ᢥした者のみヱᙜ� � �

出㌟大学の教ဨཪは◊✲所、医⒪ᶵ関等の指導者が作成し、ཝᑒし

たࡶの。

（ὀ）１．㹌㹁㹂␿学࣮ࣜࢫ࣮ࢥ࣮ࢲを選ᢥした者は、出願書類の �㹼��（)RUP� $㹼&）を本学࣮ࢱࣥ࢖

�KWWSVࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࢺࢵࢿ��ZZZ�VKLJD�PHG�DF�MS�DGPLVVLRQ�JUDGXDWH�UHTXLUHPHQWV ࢘ࢲࡽ࠿

�し、౑用してください。�㹼ࢻ࣮ࣟࣥ の書類については、඲ࢫ࣮ࢥඹ通です。

２．出願後におࡅる記載஦㡯のኚ᭦はㄆめまࢇࡏ。また、ཷ理した出願書類は、理⏤のいࢇ࠿に࠿

。ࢇࡏまࡁ㏉㑏でࡎࡽࢃ࠿

３．出願資格ᑂᰝをཷࡅるሙ合、ୖ記の出願書類等のうࡕᙜヱᑂᰝのための申請書類と㔜」するࡶ

のについては、合ࡏࢃて１通（㒊）のᥦ出でᵓいまࢇࡏ。

４．出願書類に⹫ഇの申࿌をした者については、入学後でࡗ࠶てࡶ入学チྍを取りᾘすࡇとが࠶り

ます。

４．出願方法

��� 㒑㏦のሙ合

出願書類等を取りまとめ、 してください。

��� ᣢཧのሙ合

㸳ࢪ࣮࣌の「出願手続２のᥦ出ඛ」にᣢཧしてください。

ཷ௜᫬㛫は、༗๓㸷᫬ࡽ࠿༗後㸳᫬までです。

㸳．指導教ဨとの出願๓の┦ㄯ（ᚲ㡲）

ᚿᮃする࡝࡞ࢫ࣮ࢥのỴᐃのため、指導をᕼᮃする教ဨ（１㸷㹼２㸵ࢪ࣮࣌ཧ↷）と出願๓（出

願資格ᑂᰝをཷࡅる者は申請๓）にᚲࡎ┦ㄯをしてください。

そのሙ合、本学の௦表㟁ヰ（㟁ヰ ������������）を⤒⏤する࠶、࠿るいは┤᥋、教ဨと㐃⤡をとࡗ

てください。

㸴．␃ព஦㡯

��� ཷ験⚊は、௧࿴㸴ᖺ１１᭶２㸳᪥（᭶）までに、ᚿ願者ᐄに発㏦します。１１᭶２㸵᪥（Ỉ）

までに฿╔し࡞いሙ合は、㸳ࢪ࣮࣌の「出願手続２の↷఍ඛ」まで⮳ᛴ㐃⤡してください。

��� 㞀ᐖを᭷する等、ཷ験ୖ及び修学ୖの㓄៖をᚲせとするྍ⬟ᛶが࠶るሙ合は、出願にඛ立ࡕ㸳

。の「出願手続２の↷఍ඛ」まで申し出てくださいࢪ࣮࣌

��� 入学検ᐃ料㏉㑏ヱᙜ者࡬の㏉㑏手続ࡁについて

入学検ᐃ料㏉㑏のヱᙜ者は௨ୗのとおりです。௨ୗにヱᙜし࡞い者は理⏤のዴఱをၥࡎࢃ㏉

㑏は行いまࢇࡏ。ヱᙜする者は、㸳ࢪ࣮࣌の「出願手続２の↷఍ඛ」࡬௧࿴㸴ᖺ１１᭶２㸵᪥（Ỉ）

までに申し出てください。

① 検ᐃ料をᡶい㎸ࢇだが出願しࡗ࠿࡞た（出願書類等をᥦ出しࡗ࠿࡞たཪは出願がཷ理さ

れࡗ࠿࡞た）者

② 検ᐃ料をㄗࡗて஧㔜にᡶい㎸ࢇだ者
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１．選抜方法

学ຊ検ᰝ、㠃᥋及び出願書類を⥲合して選抜します。

。本試験にて選抜します。ࢇࡏお、♫఍人入学ᕼᮃ者にᑐしてู㏵♫఍人≉ู選抜は行いま࡞

２．学ຊ検ᰝ等の᪥᫬࣭㡯┠等

᭶� � ᪥ ᫬� � 㛫

名、学ຊ検ᰝ等及び㓄Ⅼࢫ࣮ࢥ

ඛ➃医学◊✲者

㧗ᗘ医⒪人

学㝿ⓗ医⒪人

㹌㹁㹂␿学࣮࣮ࣜࢲ

１２᭶３᪥�ⅆ�

１㸮�㸮㸮㹼１１�３㸮
እ 国 ㄒ

（ⱥ ㄒ）
��� Ⅼ

እ 国 ㄒ

（ⱥ ㄒ）
�� Ⅼ

１２�３㸮㹼１３�３㸮
医学࣭生࿨

科学୍⯡
��� Ⅼ ᑠㄽᩥ �� Ⅼ

１４�㸮㸮㹼
㠃 ᥋

（個 人）

�

㠃 ᥋

（個 人）

��
�

㸨１㸸ඛ➃医学◊✲者ࢫ࣭࣮ࢥ 㧗ᗘ医⒪人ࢫ࣮ࢥ及び学㝿ⓗ医⒪人ࢫ࣮ࢥを選ᢥした者の㠃᥋は、

医学に関ࢃる教⫱者及び◊✲者と࡞るにࡩさࢃしい資㉁ࡸ㐺ᛶについてẁ㝵ホ౯を行い、

⥲合ุᐃにຍ࿡します。

㸨２㸸㹌㹁㹂␿学࣮ࣜࢫ࣮ࢥ࣮ࢲを選ᢥした者の㠃᥋は、ⱥㄒで実施し、本ࢫ࣮ࢥの学生に࡞る

にࡩさࢃしい資㉁ࡸ㐺ᛶ等についてホ౯します。

㸨３㸸㹌㹁㹂␿学࣮ࣜࢫ࣮ࢥ࣮ࢲを選ᢥした者の㠃᥋と出願書類（ⱥㄒᑠㄽᩥ、ⱥㄒ⬟ຊ、᥎⸀

書）の㓄Ⅼは、合ィで ��� Ⅼと࡞ります。

（ഛ⪃）１．学ຊ検ᰝに౑用でࡁるのは、㯮㖄➹（ྍࣝࢩࣥ࣌ࣉ࣮ࣕࢩ）、㖄➹๐り（㟁ືᘧを㝖く）、

ᾘしࢿ࣓࢞、࣒ࢦ、᫬ィ（ィ᫬ᶵ⬟のみ）、┠⸆、࣮ࣃ࣮࣌ࣗࢩࢵ࢕ࢸ、ࢳ࢝ࣥࣁ（୰㌟だ

。の）に㝈りますࡶ取り出したࡅ

２．「እ国ㄒ（ⱥㄒ）」には、㎡書（㟁Ꮚ㎡書類を㝖く）のᣢࡕ㎸みをチྍします。ただし、

医学㎡書等は୙ྍとします。

３．「医学࣭生࿨科学୍⯡」の出㢟⠊ᅖ等については、ูῧ資料をᚲࡎཧ↷してください。

４．ඛ➃医学◊✲者࣭ࢫ࣮ࢥ㧗ᗘ医⒪人ࢫ࣮ࢥ及び学㝿ⓗ医⒪人ࢫ࣮ࢥを選ᢥした者で、出願

資格㸴にヱᙜし、ㄆᐃされたᚿ願者は「医学࣭生࿨科学୍⯡」に௦࠼て「ᑠㄽᩥ」とします。

３．ሙ所

滋賀医科大学（１１ࢪ࣮࣌の「学ෆの␎ᅗ」をཧ↷してください。）

ヲ⣽については、ཷ験⚊㏦௜᫬に通▱します。
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本学ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍（KWWSV���ZZZ�VKLJD�PHG�DF�MS�DGPLVVLRQ�JUDGXDWH�UHVXOW）において合格者

のཷ験␒ྕを発表します。

。ࢇࡏまࡁで࠼⟆には୍ษおࡏࢃるၥい合ࡼお、合ྰについての㟁ヰに࡞

１．᪥ ᫬

㒑㏦のሙ合は、௧࿴㸵ᖺ３᭶㸳᪥（Ỉ）༗後㸳᫬までにୗ記２࡬㐃⤡してください。

２．手続ሙ所（㒑㏦ඛ）

３．⣡௜金等

��� 入学料 ２㸶２㸪㸮㸮㸮෇

��� 授業料 ᮍᐃ（ཧ⪃㸸௧࿴㸴ᖺᗘ ２㸴㸵㸪㸷㸮㸮෇（๓ᮇศ）㹙ᖺ㢠 㸳３㸳㸪㸶㸮㸮෇㹛）

① ᮍᐃとしている授業料の㢠及び⣡௜のヲ⣽については、合格者にู㏵通▱します。

② ๓ᮇศの授業料は、ཱྀ ᗙ᣺᭰ཪは本学所ᐃの᣺㎸౫㢗書にࡼり௧࿴㸵ᖺ㸳᭶୰に⣡௜してい

ただくࡇとに࡞ります。

③ 授業料については、ᖺ㢠を⣡௜するࡇとがでࡁます。

մ 授業料がᅾ学୰にᨵᐃされたሙ合は、ᨵᐃ᫬ࡽ࠿᪂しい授業料を㐺用します。

４．⣡௜金のῶච等

入学料及び授業料にはῶච及び徴収⊰予のไᗘが࠶り、ࡇれに関する手続等については、合格者

にู㏵通▱します。

ただし、ῶචは予⟬の㒔合にࡼり、実施され࡞いሙ合が࠶りますので、学資金のィ⏬を༑ศにご

検討ください。

㸳．ᥦ出書類等

入学手続にᚲせ࡞書類ࡸその他ヲ⣽については、合格通▱書を㏦௜する㝿にお▱ࡏࡽします。

㸴．␃ព஦㡯

��� 入学手続には、ཷ験⚊がᚲせですので、⣮ኻし࡞いࡼうにὀពしてください。

��� ୖ記のᮇ㝈までに入学手続を᏶了し࡞いሙ合は、入学㎡㏥者として取り扱います。
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出願資格㸳ࡽ࠿㸶のいࡎれ࠿にࡼり出願しࡼうとするሙ合は、次にࡼり出願資格のㄆᐃをཷࡅてく

ださい。

１．申請書類

��� 出願資格㸳のሙ合は、ୗ記の①ࡽ࠿մ

��� 出願資格㸴、㸵のሙ合は、ୗ記の①ࡽ࠿ն

��� 出願資格㸶のሙ合は、ୗ記の①ࡽ࠿մ及びշ

① 出願資格ㄆᐃᑂᰝ申請書（本学所ᐃの用⣬）

② りࡼの◊✲ㄢ㢟及び◊✲ィ⏬（㸿４ุ用⣬にࡽ࠿れࡇ ����� Ꮠ程ᗘ）

③ 成績ド᫂書（出㌟大学�学㒊�㛗が᪥本ㄒまたはⱥㄒで作成し、ཝᑒしたࡶの。࡞お、大学㝔

修ኈㄢ程修了�ぢ㎸�者は、出㌟大学㝔�◊✲科�の㛗が作成しཝᑒした成績ド᫂書ࡏేࡶてᥦ出

してください。�

մ ᑂᰝ⤖ᯝ通▱用ᑒ⟄㸸㛗ᙧ３ྕᑒ⟄に住所࣭氏名を記載し、��� ෇ศのษ手を㈞௜したࡶの

յ ᥎⸀書（出㌟大学（学㒊）㛗等が作成したࡶの。ただし、㹌㹁㹂␿学࣮ࣜࢫ࣮ࢥ࣮ࢲを選ᢥ

した者については、本学所ᐃの用⣬ )RUP�& にࡼり作成してください。）

ն ᅾ学大学の教⫱ㄢ程表（෗）及び授業ィ⏬書ࠝࠞࢫࣂࣛࢩ（෗）

շ ᥎⸀書（◊✲所࣭医⒪ᶵ関等の指導者が作成したࡶの。ただし、㹌㹁㹂␿学࣮ࣜࢫ࣮ࢥ࣮ࢲ

を選ᢥした者については、本学所ᐃの用⣬ )RUP�& にࡼり作成してください。）

２．申請ᮇ㛫

３．申請書類のᥦ出ඛ

㸳ࢪ࣮࣌の「出願手続２のᥦ出ඛ」とྠじです。

お、㒑㏦するሙ合は࡞ とし、そのᑒ⟄の表に

してください。ᣢཧするሙ合のཷ௜᫬㛫は、༗๓㸷᫬ࡽ࠿༗後㸳᫬

までです。

４．資格ᑂᰝ

資格ᑂᰝは、ᥦ出された申請書類にࡼり行います。ただし、ᚲせにᛂじ㠃᥋を行うࡇとが࠶り、

。のሙ合は、ᨵめて申請者に通▱しますࡇ

㸳．ᑂᰝ⤖ᯝ

ᑂᰝ⤖ᯝの通▱は、 までに、申請者ᐄに発㏦します。

出願資格「᭷」とㄆめࡽれたሙ合は、本せ㡯にᐃめる出願手続（㸳ࢪ࣮࣌ཧ↷）を行ࡗてください。
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本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報については、次のとおり取り扱いますので、予めご了

承ください。

１．個人情報については、「個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人滋賀医科大学個人情

報保護規程」に基づいて取り扱います。

２．出願書類等に記載された氏名、住所その他の個人情報については、①入学者選抜（出願処理、選

抜実施）、②合格発表、③入学手続業務を行うために利用します。

３．入学者選抜に用いた試験成績は、今後の入学者選抜方法の検討資料作成のために利用します。

４．出願書類等に記載された個人情報は、入学者のみ①教務関係（学籍、修学指導等）、②学生支援

関係（健康管理、奨学金申請等）、③授業料徴収に関する業務を行うために利用します。
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授業を

行　う 選択・必修

年 次 講義 演習 実習

コ
勖

ス
科
目

先端医学研究者
コース

高度医療人
コース

学際的医療人
コース

共　　通

実
習
科
目

医学専攻　先端医学研究者コース、高度医療人コース、学際的医療人コース

授業科目及び単位数表

科　目
区　分

授　業　科　目　名

単　位　数

共

通
ᇶ┙ᩍ⫱⩌

1�

− 15−



授業を

行　う 選択・必修

年 次 講義 演習 実習

コ
勖

ス
科
目

先端医学研究者
コース

高度医療人
コース

学際的医療人
コース

共　　通

実
習
科
目

医学専攻　先端医学研究者コース、高度医療人コース、学際的医療人コース

授業科目及び単位数表

科　目
区　分

授　業　科　目　名

単　位　数

共

通
ᇶ┙ᩍ⫱⩌

1�

授業を

行　う 選択・必修

年 次 講義 演習 実習

医学専攻　先端医学研究者コース、高度医療人コース、学際的医療人コース

授業科目及び単位数表

科　目
区　分

授　業　科　目　名

単　位　数

実
習
科
目

共　　通

1�
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授業を

行　う 選択・必修

年 次 講義 演習 実習

医学専攻　先端医学研究者コース、高度医療人コース、学際的医療人コース

授業科目及び単位数表

科　目
区　分

授　業　科　目　名

単　位　数

共　　通

実
習
科
目

17
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授業を

行　う 選択・必修

年 次 講義 演習 実習

医学専攻　先端医学研究者コース、高度医療人コース、学際的医療人コース

授業科目及び単位数表

科　目
区　分

授　業　科　目　名

単　位　数

共　　通

実
習
科
目

17

- 18 -
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別表２

（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

構造、表㠃の研究ࣀࢼ、物質ࣀࢼ．１

光྾཰分光法の開発ࣀࢼ．２

３．ୖ記テーマの医学応用

表㠃、バイオマテリアルの光物性研究ࡸ物質ࣀࢼ．１

２．回ᢡ法、㢧ᚤ㙾法、分光法を㥑౑したᮦᩱ物性研究

３．ᆅ⌫環ቃ科学、㎰ᴗ、㜵⅏、医療に㈨する物理研究

４．科学教⫱に関する研究

１．超分子化学をᇶ盤とする医用ᮦᩱの開発

２．新規な遺伝子࣋クターおよびDDSの開発

３．機能性高分子のタィと合成

１．ච疫細胞の生体内移動の分子機構の解析

２．リンࣃ⌫の⓶⭵・⢓⭷ᾐ₶機構の解析とࡑのไᚚ法の開発

３．細胞骨᱁関連タンࣃク質によるච疫応答ไᚚ機構の解明

１．ච疫代謝とレドックスシグࢼルによる自ᕫච疫疾患ไᚚの解明

２．&D�㝧性ไᚚ性T細胞の分化機構の解明とࡑの自ᕫච疫疾患治療

の応用࡬　　

３．㠀リンࣃ臓器特異的ච疫཯応機序の解明

ᩘ学 准教授 川　໭　⣲　子 １．ከᩘの᭷理点をᣢࡘ代ᩘ᭤⥺の研究

１．生࿨೔理（⮫ᗋ೔理、研究೔理、බ⾗⾨生೔理）の研究

ア・㈐任ᴫᛕの研究ࢣ．２

３．+,9ឤᰁ症をはࡌめとするឤᰁ症の೔理的ㄢ㢟に関する研究

１．✵間認知とゝㄒ理解

２．ឤ性情報ฎ理

３．㠀ゝㄒ情報認知

１．生࿨೔理に関するᅜ㝿ẚ㍑研究

２. 医学・┳ㆤⱥㄒ教⫱に関する研究

１．୰ᅜᑡᩘ民族の人類学的研究

２．㢼水ᛮ᝿の人類学的研究

３．ຌᚨのほᛕと✚ᚨ⾜に関する人類学的研究

１．⾜動における脳内リン脂質の機能の解析

２．胎生期環ቃが関ࢃる㠀アルࢥール性脂⫫性⫢疾患の発症機構の解析

３．手の構造とᢕᥱ機能の研究

１．D2+DD�DHYHORSmHQWDO 2UiJiQV RI +HDOWK DQG DiVHDVH�௬ㄝの分子

　　ᇶ盤の解明

２．サルࢽ࣌ࢥアの発症に関୚する遺伝子の機能解明

１．脳形態形成機構の解析

２．幹細胞の⥔ᣢと細胞分化機構の解析

３．⢭神疾患モデル動物の解析

１．⪁化にとࡶな࠺幹細胞および組⧊のᜏᖖ性◚⥢機構の解析

２．⪁年性疾患のバイオマーカーの探索

３．脳形態形成機構の解析

１．神経幹細胞の発生・⥔ᣢ・分化の࣓カࢬࢽム解析

２．୰ᯡ神経系の再生ᡓ␎開発

３．⢭神疾患の病態解明

１．ពḧ、ពᛮỴ定、ὀពをᢸ࠺神経回㊰࣓カࢬࢽムの解明

２．ពḧ、ពᛮỴ定、ὀពに関ࢃる神経活動のィ⟬アルࢦリࢬムの解明

３．ពḧ、ពᛮỴ定、ὀពが障害ࢀࡉる⢭神疾患の病態理解・診断・

    治療に㈨するトランスレーショࢼル研究

１．エࣆジ࢙ネテ࢕ックな遺伝子発現とがࢇ化のไᚚ機構

２．ᰁⰍ体高次構造変化による遺伝子発現とがࢇ化のไᚚ機構

３．iPS細胞を用いたがࢇ特異的T細胞の再生

１．ච疫細胞の抗原ཷᐜ体遺伝子再構成の分子ไᚚ機構

２．ච疫細胞の発生をไᚚする遺伝子の発現調節機構

ᚰ理学

分子生理化学

ᩥ化ே㢮学

生化学・
分子生物学講座

教授

生యᶵ⬟ᙧែ学

特任准教授

教授

ゎ๗学講座

教授

⤫ྜ⮚ჾ生理学

ᑎ　田　᫭　士

ⱥㄒ 加　⸨　　　✨

内　村　ᗣ　ᐶ

⦩　　　ಖ　年

➼　　　ㄔ　ྖ

准教授

准教授

教授

▲ව　㔜　　　ດ

金　田　ຬ　人

຾　山　　　⿱

Ᏹ田川　　　₶

教ဨࡢ主な研究内容等

教授

生命科学講座

物理学

┠　良　　　⿱教授

成　℩　ᘏ　ᗣ准教授

化学 ྂ　Ⲯ　義　㞝教授

ᖹ　田　ከె子

生物学

准教授 㔛　ᒸ　大　ᶞ

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

小　ᓥ　㝯　次

神経ᙧែ学

教授

ဴ学・೔理学 教授 大　໭　඲　ಇ

医療ᩥ化学講座

生యシࢫテ࣒生理学 教授 小　川　正　᫭

生理学講座

准教授

教授

- �� -
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別表２

（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

構造、表㠃の研究ࣀࢼ、物質ࣀࢼ．１

光྾཰分光法の開発ࣀࢼ．２

３．ୖ記テーマの医学応用

表㠃、バイオマテリアルの光物性研究ࡸ物質ࣀࢼ．１

２．回ᢡ法、㢧ᚤ㙾法、分光法を㥑౑したᮦᩱ物性研究

３．ᆅ⌫環ቃ科学、㎰ᴗ、㜵⅏、医療に㈨する物理研究

４．科学教⫱に関する研究

１．超分子化学をᇶ盤とする医用ᮦᩱの開発

２．新規な遺伝子࣋クターおよびDDSの開発

３．機能性高分子のタィと合成

１．ච疫細胞の生体内移動の分子機構の解析

２．リンࣃ⌫の⓶⭵・⢓⭷ᾐ₶機構の解析とࡑのไᚚ法の開発

３．細胞骨᱁関連タンࣃク質によるච疫応答ไᚚ機構の解明

１．ච疫代謝とレドックスシグࢼルによる自ᕫච疫疾患ไᚚの解明

２．&D�㝧性ไᚚ性T細胞の分化機構の解明とࡑの自ᕫච疫疾患治療

の応用࡬　　

３．㠀リンࣃ臓器特異的ච疫཯応機序の解明

ᩘ学 准教授 川　໭　⣲　子 １．ከᩘの᭷理点をᣢࡘ代ᩘ᭤⥺の研究

１．生࿨೔理（⮫ᗋ೔理、研究೔理、බ⾗⾨生೔理）の研究

ア・㈐任ᴫᛕの研究ࢣ．２

３．+,9ឤᰁ症をはࡌめとするឤᰁ症の೔理的ㄢ㢟に関する研究

１．✵間認知とゝㄒ理解

２．ឤ性情報ฎ理

３．㠀ゝㄒ情報認知

１．生࿨೔理に関するᅜ㝿ẚ㍑研究

２. 医学・┳ㆤⱥㄒ教⫱に関する研究

１．୰ᅜᑡᩘ民族の人類学的研究

２．㢼水ᛮ᝿の人類学的研究

３．ຌᚨのほᛕと✚ᚨ⾜に関する人類学的研究

１．⾜動における脳内リン脂質の機能の解析

２．胎生期環ቃが関ࢃる㠀アルࢥール性脂⫫性⫢疾患の発症機構の解析

３．手の構造とᢕᥱ機能の研究

１．D2+DD�DHYHORSmHQWDO 2UiJiQV RI +HDOWK DQG DiVHDVH�௬ㄝの分子

　　ᇶ盤の解明

２．サルࢽ࣌ࢥアの発症に関୚する遺伝子の機能解明

１．脳形態形成機構の解析

２．幹細胞の⥔ᣢと細胞分化機構の解析

３．⢭神疾患モデル動物の解析

１．⪁化にとࡶな࠺幹細胞および組⧊のᜏᖖ性◚⥢機構の解析

２．⪁年性疾患のバイオマーカーの探索

３．脳形態形成機構の解析

１．神経幹細胞の発生・⥔ᣢ・分化の࣓カࢬࢽム解析

２．୰ᯡ神経系の再生ᡓ␎開発

３．⢭神疾患の病態解明

１．ពḧ、ពᛮỴ定、ὀពをᢸ࠺神経回㊰࣓カࢬࢽムの解明

２．ពḧ、ពᛮỴ定、ὀពに関ࢃる神経活動のィ⟬アルࢦリࢬムの解明

３．ពḧ、ពᛮỴ定、ὀពが障害ࢀࡉる⢭神疾患の病態理解・診断・

    治療に㈨するトランスレーショࢼル研究

１．エࣆジ࢙ネテ࢕ックな遺伝子発現とがࢇ化のไᚚ機構

２．ᰁⰍ体高次構造変化による遺伝子発現とがࢇ化のไᚚ機構

３．iPS細胞を用いたがࢇ特異的T細胞の再生

１．ච疫細胞の抗原ཷᐜ体遺伝子再構成の分子ไᚚ機構

２．ච疫細胞の発生をไᚚする遺伝子の発現調節機構

ᚰ理学

分子生理化学

ᩥ化ே㢮学

生化学・
分子生物学講座

教授

生యᶵ⬟ᙧែ学

特任准教授

教授

ゎ๗学講座

教授

⤫ྜ⮚ჾ生理学

ᑎ　田　᫭　士

ⱥㄒ 加　⸨　　　✨

内　村　ᗣ　ᐶ

⦩　　　ಖ　年

➼　　　ㄔ　ྖ

准教授

准教授

教授

▲ව　㔜　　　ດ

金　田　ຬ　人

຾　山　　　⿱

Ᏹ田川　　　₶

教ဨࡢ主な研究内容等

教授

生命科学講座

物理学

┠　良　　　⿱教授

成　℩　ᘏ　ᗣ准教授

化学 ྂ　Ⲯ　義　㞝教授

ᖹ　田　ከె子

生物学

准教授 㔛　ᒸ　大　ᶞ

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

小　ᓥ　㝯　次

神経ᙧែ学

教授

ဴ学・೔理学 教授 大　໭　඲　ಇ

医療ᩥ化学講座

生యシࢫテ࣒生理学 教授 小　川　正　᫭

生理学講座

准教授

教授

- �� -

別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．がࢇ、循環器疾患におけるシグࢼル伝㐩機構と遺伝子解析

２．細胞᥋╔の分子機構

１. がࢇ、炎症性疾患における異細胞間ࢣࢽ࣑ࣗࢥーションと

　　シグࢼル伝㐩機構

２．霊長類循環器疾患モデルの作製とࡑの病態解析

１．ᾘ化管病理学

２．腫瘍病理診断学

１. 㠀ᾐ₶性ᾘ化管癌の進展ྍ能性にࡘいての研究

２．合成⮴Ṛにᇶ࡙ࡃ抗腫瘍治療の研究

１．インࣇルエンザウイルス及び新ᆺࢥロࢼウイルスに対する

　　࣡クチンおよび治療薬の開発

２．サルモデルを用いた遺伝子病と⪁化の研究

３．カࢽクイザルを用いたච疫཯応の研究

１．霊長類モデルを用いた病理学的、ච疫学的研究

　　（特に腫瘍、移植、ឤᰁ症にࡘいて）

１．がࢇ関連遺伝子の生理機能解析

２．新規抗腫瘍活性成分の探索

１．⭷タンࣃク質細胞外ド࣓インษ断の分子機構および

　　生物学的ᙺ๭の解明

２．転෗ࢥレࣗࢠレーターによる代謝調節機構の解明

３．心血管病、がࢇ、炎症性疾患における࣓タロ࣌プチࢲーࢮの

　　ᙺ๭の解明

１．ከ機能プロテアーࢮによる心ᢿᩘไᚚ機構

２．急性ෙ症ೃ⩌における新規バイオマーカーの᭷用性の検討

３．ᕧ核⌫成⇍と血小ᯈ産生におけるプロテアーࢮのᙺ๭

４．アルツハイマー病におけるプロテアーࢮのᙺ๭

１．作ᴗ関連性筋骨᱁系障害の予㜵

２．障害者のᏳ඲⾨生（஧次障害予㜵）

３．治療と௙事の୧❧支援

４．障害者・情報ᙅ者の社会的障ቨと೺ᗣ

１．஺㏻外യ分析

２．血ᰦ症突↛Ṛの病態解析

３．外ᅉṚの予㜵医学

１．法医୰ẘ、⮫ᗋ୰ẘ、℃用薬物の生理作用

２．法医画像、Ṛ後&T

３．新ᆺࢥロࢼウイルスࡑの௚ឤᰁ症による医療機関外Ṛஸ

１．⹫血性心疾患のෙ血⾜再建

２．動⬦硬化性疾患の一次・஧次予㜵

３．⮳㐺抗血ᰦ療法

１．⮫ᗋ心臓電Ẽ生理学の研究

２．୙整⬦の治療法の開発

３．心臓電Ẽ現㇟のシ࣑ࣗレーション研究

１．心୙඲の病態解明

２．⫵高血ᅽ症の診断治療に関する研究

３．心ア࣑ロイドーシスの診断治療に関する研究

１．⫵の構造と機能に関する研究

２．࿧྾器疾患における構造と機能に関する研究

１．㔜症ႍᜥの病態生理に関する研究

２．慢性㞴治性တႿの病態生理と治療に関する研究

１．&2PDの体組成にࡘいての研究

２．&2PDの⫵の構造と࿧྾機能にࡘいての研究

３．&2PDの腸内細⳦ྀにࡘいての研究

教授 （予定教員）

１．⮅腫瘍および慢性⮅炎における⮅⥺⥔化に関する研究

２．ER&P関連手技における新規デバイス開発

分子病ែ生化学

准教授

一　杉　正　仁

໭　原　↷　代

教授

特任准教授

生化学・
分子生物学講座

♫఍医学講座

－薬理学講座

病理学講座

教授

大　㔝　美⣖子准教授

ᚤ生物ឤᰁ⑕学

ேయ病理学

ఀ　⸨　　　㟹教授

௰　山　㈗　Ọ

■஑　ᔱ　ு　治

准教授

教授

⑌ᝈไᚚ病ែ学

石　垣　ᏹ　仁准教授

す　　　ⱥ一郎教授

᪦　部　ᖾ　༤准教授

బ　⸨　　　ᮁ

ᡪ　田　久　和

୰　村　☻　美准教授

ᾘ化ჾ内科

内科学講座
㸦内科㸧

講師

教授

山　口　ᑗ　史
࿧྾ჾ内科

講師 㯤　℩　大　㍜

小　⃝　཭　ဢ

✄　ᐩ　　　理准教授

▲୰　川　義　久

୰　㔝　ᜤ　ᖾ

准教授

教授

⾨生学

ἲ医学

ᚠ⎔ჾ内科

講師 㓇　஭　　　ᏹ

- 2� -

別表２

− 20−



別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．腸管⢓⭷ච疫ࡽ࠿の炎症性腸疾患の解明

２．腸内ᚤ生物ྀࡽ࠿の炎症性腸疾患の病態解明

３．サイトカインࡽ࠿の炎症性腸疾患の病態解明

１．造血幹細胞移植におけるච疫応答の機序解明

２．㞴治性血液疾患の予後ᅉ子のྠ定

３．新規ච疫細胞療法の開発

１．糖尿病性腎症の病態解明 

２．慢性腎臓病の病態解明

３．腎病態栄養学

１．糖尿病性腎臓病の病態

２．腎におけるオート࢓ࣇジーのไᚚ機構

３．腎病態栄養学

１．筋萎縮性側索硬化症の分子標的治療

２．神経変性疾患の細胞生物学的解析

３．神経疾患の㠀侵襲的診断

４．脳血管障害の分子病態解析

㸳．神経リハビリテーションと脳機能画像解析

１．細胞及び臓器標的化による新規分子治療法の開発

２．骨㧊由᮶細胞のリプログラ࣑ングによる再生治療࡬の応用

３．骨㧊由᮶細胞と神経疾患との関連性

１．⮫ᗋ神経学における電Ẽ診断

２．神経リハビリテーションと脳機能画像解析

１．遺伝性㯤⑇の分子遺伝学的研究

２．8DP-グルクロン酸遺伝子ከᆺと薬๣代謝に関する研究

３．先ኳ性⏥≧⭢機能పୗ症の分子遺伝学的研究

准教授 ▲ከ　㈡　　　ᓫ １．小児白血病の新規治療開発に関する⮫ᗋ研究

１．㠀඾ᆺ⁐血性尿ẘ症症ೃ⩌の診断と治療に関する研究

２．&3腎症の発症機構の解明

３．⿵体ไᚚ異ᖖ症に関୚するᅉ子の探索

１．早産児㑄ᘏ性㯤⑇の遺伝学的⫼ᬒ

２．早産児ビリルビン脳症の遺伝学的⫼ᬒ

１．⤫合ኻ調症の病ᅉ、病態の検討

２．抗⢭神病薬治療の循環器࡬の๪作用に関する研究

１．╧╀障害の⮫ᗋ研究

２．╧╀と࣓ンタル࣊ルスの疫学研究

３．╧╀を解析するウ࢙アラブルデバイスの開発とホ౯

１．⤫合ኻ調症の病ᅉ・病態の研究

２．୙㝶ព運動をక࠺⢭神疾患に関する研究

３. ⢭神疾患合ేዷ፬の⮫ᗋ研究

１．自ᕫච疫性疾患におけるᢚไ性%細胞の研究

２．⓶⭵悪性腫瘍の治療に関する研究

３．先ኳ性表⓶水⑁症の遺伝子治療

４．自ᕫ炎症性疾患の発症機序に関する研究

１．T細胞がおࡇすヒト自ᕫච疫疾患の研究-෇形⬺ẟ症と஝Ⓞを୰心に

２．T細胞ཷᐜ体-抗原཯応によるT細胞の分化、活性化の研究

３．T細胞によるヒト腫瘍ච疫の研究-悪性㯮Ⰽ腫と血管⫗腫を୰心に

１．アレルࢠー性⓶⭵疾患の診断と治療に関する研究

２．⓶⭵ឤᰁ症における病原体遺伝子検ฟに関する研究

３．遺伝性⓶⭵疾患の病態と治療に関する研究

内科学講座
㸦内科㸧

山　原　ᗣ　భ講師

⢾ᒀ病内分Ἢ内科ࠊ
⭈⮚内科

－
⓶⭵科学講座
㸦⓶⭵科㸧

ᑠඣ科学講座
㸦ᑠඣ科㸧

⢭神医学講座
㸦⢭神科㸧

－

－

教授

准教授

⸨　஭　久ᙗ子准教授

講師 柳　　　㈗　ⱥ

講師

ᑎ　ᓥ　智　也

講師

講師 山　川　　　ຬ

୸　ᑿ　良　ᾈ教授

特任教授 ゅ　㇂　　　ᐶ

ᑿ　関　祐　஧教授

⃝　஭　ಇ　ᏹ

久　⡿　真　ྖ

高　ᶫ　⪽　ᩥ

⸨　本　ᚨ　Ẏ

講師 す　田　῟　史

准教授 Ⲩ　川　明　子

ᾘ化ჾ内科

教授 村　田　　　ㄔ

⬻神経内科

教授 ⁽　㇂　　　真

教授

血液内科
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．腸管⢓⭷ච疫ࡽ࠿の炎症性腸疾患の解明

２．腸内ᚤ生物ྀࡽ࠿の炎症性腸疾患の病態解明

３．サイトカインࡽ࠿の炎症性腸疾患の病態解明

１．造血幹細胞移植におけるච疫応答の機序解明

２．㞴治性血液疾患の予後ᅉ子のྠ定

３．新規ච疫細胞療法の開発

１．糖尿病性腎症の病態解明 

２．慢性腎臓病の病態解明

３．腎病態栄養学

１．糖尿病性腎臓病の病態

２．腎におけるオート࢓ࣇジーのไᚚ機構

３．腎病態栄養学

１．筋萎縮性側索硬化症の分子標的治療

２．神経変性疾患の細胞生物学的解析

３．神経疾患の㠀侵襲的診断

４．脳血管障害の分子病態解析

㸳．神経リハビリテーションと脳機能画像解析

１．細胞及び臓器標的化による新規分子治療法の開発

２．骨㧊由᮶細胞のリプログラ࣑ングによる再生治療࡬の応用

３．骨㧊由᮶細胞と神経疾患との関連性

１．⮫ᗋ神経学における電Ẽ診断

２．神経リハビリテーションと脳機能画像解析

１．遺伝性㯤⑇の分子遺伝学的研究

２．8DP-グルクロン酸遺伝子ከᆺと薬๣代謝に関する研究

３．先ኳ性⏥≧⭢機能పୗ症の分子遺伝学的研究

准教授 ▲ከ　㈡　　　ᓫ １．小児白血病の新規治療開発に関する⮫ᗋ研究

１．㠀඾ᆺ⁐血性尿ẘ症症ೃ⩌の診断と治療に関する研究

２．&3腎症の発症機構の解明

３．⿵体ไᚚ異ᖖ症に関୚するᅉ子の探索

１．早産児㑄ᘏ性㯤⑇の遺伝学的⫼ᬒ

２．早産児ビリルビン脳症の遺伝学的⫼ᬒ

１．⤫合ኻ調症の病ᅉ、病態の検討

２．抗⢭神病薬治療の循環器࡬の๪作用に関する研究

１．╧╀障害の⮫ᗋ研究

２．╧╀と࣓ンタル࣊ルスの疫学研究

３．╧╀を解析するウ࢙アラブルデバイスの開発とホ౯

１．⤫合ኻ調症の病ᅉ・病態の研究

２．୙㝶ព運動をక࠺⢭神疾患に関する研究

３. ⢭神疾患合ేዷ፬の⮫ᗋ研究

１．自ᕫච疫性疾患におけるᢚไ性%細胞の研究

２．⓶⭵悪性腫瘍の治療に関する研究

３．先ኳ性表⓶水⑁症の遺伝子治療

４．自ᕫ炎症性疾患の発症機序に関する研究

１．T細胞がおࡇすヒト自ᕫච疫疾患の研究-෇形⬺ẟ症と஝Ⓞを୰心に

２．T細胞ཷᐜ体-抗原཯応によるT細胞の分化、活性化の研究

３．T細胞によるヒト腫瘍ච疫の研究-悪性㯮Ⰽ腫と血管⫗腫を୰心に

１．アレルࢠー性⓶⭵疾患の診断と治療に関する研究

２．⓶⭵ឤᰁ症における病原体遺伝子検ฟに関する研究

３．遺伝性⓶⭵疾患の病態と治療に関する研究

内科学講座
㸦内科㸧

山　原　ᗣ　భ講師

⢾ᒀ病内分Ἢ内科ࠊ
⭈⮚内科

－
⓶⭵科学講座
㸦⓶⭵科㸧

ᑠඣ科学講座
㸦ᑠඣ科㸧

⢭神医学講座
㸦⢭神科㸧

－

－

教授

准教授

⸨　஭　久ᙗ子准教授

講師 柳　　　㈗　ⱥ

講師

ᑎ　ᓥ　智　也

講師

講師 山　川　　　ຬ

୸　ᑿ　良　ᾈ教授

特任教授 ゅ　㇂　　　ᐶ

ᑿ　関　祐　஧教授

⃝　஭　ಇ　ᏹ

久　⡿　真　ྖ

高　ᶫ　⪽　ᩥ

⸨　本　ᚨ　Ẏ

講師 す　田　῟　史

准教授 Ⲩ　川　明　子

ᾘ化ჾ内科

教授 村　田　　　ㄔ

⬻神経内科

教授 ⁽　㇂　　　真

教授

血液内科

- 2� -

別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．⮅ษ㝖術における合ే症予㜵に関する⮫ᗋ研究

２．ᾘ化器癌に対するච疫療法の開発

３．⮅機能に関する研究

４．ᾘ化器癌転移࣓カࢬࢽムの解明

㸳．手術手技に関する௓ධ研究

６．癌と⥺⥔ⱆ細胞との相஫作用

１．腫瘍と⥺⥔化に関する研究

２．癌転移に関する研究

３．大腸における周術期管理に関する研究

１．⫢ษ㝖のᏳ඲性ྥୖに関する研究

２．癌ච疫治療における生体཯応の解析

１．胃癌術後の栄養≧態にࡘいての研究

２．ロ࣎ット支援ୗ胃ษ㝖の᭷用性とᏳ඲性の研究

３．人工知能�A,�を用いた胃と周ᅖ血管の自動認識の研究

１．ෙ動⬦バイࣃスモデルの研究

２．心臓大血管手術の長期予後の研究

３．ൔᖗᘚ形成の術ᘧおよび長期予後の研究

４．急性大動⬦手術の研究および長期予後の研究

１．⬚部疾患に対する⬚⭍㙾ୗప侵襲手術

２．⫵癌に対する手術法の研究

３．࿧྾器外科手術におけるࢲビンチ手術

４．⫵ⴥ間・༊ᇦ間作成᪉法の研究

㸳．動的㹖⥺⿦⨨を用いた⫵᤼ษ㝖前後の⫵機能のホ౯

１．⫵癌に対する༢Ꮝᘧ手術

２．⫵癌に対するࢼビࢤーション手術

３．⬚部手術に対する８㹉内ど㙾システム

４．⫵手術᫬の新規Ẽ₃検ฟ法およびಟ᚟法の開発

㸳．抗腫瘍ච疫応答と腫瘍ᚤ小環ቃに関する研究

１．⬚部大動⬦⒗の長期予後の研究

２．急性大動⬦解㞳に対する術ᘧ検討と長期予後の研究

３．動⬦ቨのఙ展性の検討と⮫ᗋ࡬の応用

４．大動⬦ᘚ⊃✽症の術ᘧおよび長期予後の研究

１．㙾どୗ⫪関節手術の⮫ᗋ成⦼ྥୖに関する研究

２．人工⫪関節⨨換術の⮫ᗋ成⦼ྥୖに関する研究

３.  軟骨ᦆയと⬨㧊ᦆയに対する再生医療学的研究

１．⬨ᰕ㠎ᖏ骨化症の病態と治療に関する研究

２．⬨᳝・⬨㧊の診断と治療に関する研究

３．骨代謝に関する研究

１．⬨ᰕ㠎ᖏ骨化の骨化形成࣓カࢬࢽムの解析

２．㠌ᖏ⫧ཌの病態解析

１．細胞⭷イオンチャネルの⥙⨶的解析による関節変性疾患診断法

　　およびᢚไ療法の開発

２．関節リウマチ患者におけるప疾患活動性⋓ᚓの㝿の薬๣౑用㔞

　　のẚ㍑研究

３．関節リウマチ患者における人工⭸関節඲⨨換術の術後‶㊊ᗘと

　　患者❧⬮ᆺホ౯の相関研究

ᾘ化ჾእ科ࠊ
ங⭢・ᑠඣ・୍⯡እ科

ᩚᙧእ科学講座
㸦ᩚᙧእ科㸧

－

㕥　ᮌ　཭　ᙲ教授

講師 ㈅　田　బ知子

ᙗ　山　ᓠ　史講師

ⰼ　ᒸ　　　῟准教授

講師

大　ሷ　ᜤ　ᙪ講師

教授

講師

石　川　　　原

森　　　幹　士准教授

௒　஭　᫴　஧

特任講師 ⇃　㇂　ᗣ　భ

㧘　ᓥ　⠊　அ

እ科学講座㸦እ科㸧

教授

୕　Ꮿ　　　஽

講師

㇂　　　┾　⮳

ᚰ⮚血管እ科ࠊ
࿧྾ჾእ科
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．動⬦硬化の分子病態解析と㠀侵襲的画像診断

２．脳動⬦⒗の分子病態解析と㠀侵襲的画像診断

３．脳血管障害の新規外科治療法開発

４．脳血管障害の疫学

１．神経⭺腫に対する集学的治療法の研究

２．ぬ㓰ୗ手術のᏳ඲性及び༴㝤性に関する研究

３．内ど㙾ୗ手術による治療の㐺応に関する研究

１．内側側㢌ⴥてࢇ࠿ࢇの病態と治療に関する研究

２．神経生理学的検査の解析に関する研究

３．脳腫瘍の病態と治療に関する研究

１．㡢ኌ障害に対する診断と治療

２．㢌㢕部癌の診断と治療

１．ୖ⓶細胞によるẼ道アレルࢠー疾患ㄏ導の࣓カࢬࢽムとࡑのไᚚ

２．ዲ酸⌫性๪㰯⭍炎の病態解明

３．スࢠⰼ⢊症の病態解明

１．ୖẼ道におけるዲ酸⌫炎症の研究

２．アレルࢠー性㰯炎の病態解明

３．Ẽ道ୖ⓶における⢓液産生とࡑのไᚚ

１．፬人科腫瘍に対するロ࣎ット支援ୗ手術

２．オルࣀ࢞イドを用いた፬人科腫瘍の治療᢬抗性解明

３．子ᐑ内⭷症の癌化機構

１．ᖇ⋤ษ開⒕⑞症ೃ⩌の病態解明と治療および予㜵法の開発

２．周産期脳障害における病態解明と治療の開発

３．子ᐑ内⭷症に関する研究 

４．⢭神疾患合ేዷፎに対する⮫ᗋ研究

１．༸ᕢがࢇ幹細胞と治療᢬抗性の関連にࡘいての研究

２．፬人科手術に対するప侵襲手術の検討

３．፬人科がࢇのᚤ小ච疫環ቃ解析

１．ロ࣎ット支援および⭡⭍㙾ୗ手術に関する研究

２．Ἢ尿器癌に対する新規抗癌๣の๰薬

３．Ἢ尿器癌のプロテオ࣑クス研究

１．小児Ἢ尿器科手術（形成手術、⭡⭍㙾手術に関する研究）

２．小児᤼尿障害に関する研究

３．小児Ἢ尿器㡿ᇦにおける0R,画像診断の応用

１．Ἢ尿器科ロ࣎ット手術に関する研究

２．腎腫瘍に対する腎 Ꮡ手術にࡘいての研究

３．進⾜腎癌における඲㌟治療に関する研究

１．腎移植ᣄ⤯཯応における⿵体ไᚚ

２．腎移植におけるドࢼー特異的抗体のไᚚ

３．腎移植慢性抗体関連ᆺᣄ⤯཯応における腎⥺⥔化に関連するᅉ子

　　の解析

１．◪子体内薬物動態の研究

２．糖尿病㯤ᩬᾋ腫に関する研究

１．人工知能を用いたᮍ⇍児⥙⭷症の治療予測モデルの開発

２．ᮍ⇍児⥙⭷症の病態に関する研究

３．カࢽクイザルを用いた║内薬物動態に関する研究

ẕ子診療科

－

講師

㎷　ಇ 一 郎

講師

准教授

教授

（予定教員）教授

῝　ぢ　ᛅ　㍤

新　田　┤　ᶞ

ዪᛶ診療科

講師 ኳ　㔝　　　๰

（予定教員）

（予定教員）教授

⪥㰯ဗႃ科・㢌㢕部
እ科学講座

㸦⪥㰯ဗႃ科・
㢌㢕部እ科㸧

－

⏘科学፬ே科学講座

神　前　ⱥ　明

大　⬥　成　ᗈ

講師

講師

准教授

ᡞ　ᔱ　一　郎

高　ᶫ　㢧　雅

山　୰　和　明講師

講師

Ἢᒀჾ科学講座
㸦Ἢᒀჾ科㸧

－

ୖ　仁　ᩘ　義准教授

ᙳ　山　　　進教授

⃝　田　　　ಟ講師
║科学講座㸦║科㸧

ྜྷ　田　ဴ　也

⬻神経እ科学講座
㸦⬻神経እ科㸧 准教授

教授 ྜྷ　田　和　道

－

小　ᖭ　ᓧ　ᖹ講師
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．動⬦硬化の分子病態解析と㠀侵襲的画像診断

２．脳動⬦⒗の分子病態解析と㠀侵襲的画像診断

３．脳血管障害の新規外科治療法開発

４．脳血管障害の疫学

１．神経⭺腫に対する集学的治療法の研究

２．ぬ㓰ୗ手術のᏳ඲性及び༴㝤性に関する研究

３．内ど㙾ୗ手術による治療の㐺応に関する研究

１．内側側㢌ⴥてࢇ࠿ࢇの病態と治療に関する研究

２．神経生理学的検査の解析に関する研究

３．脳腫瘍の病態と治療に関する研究

１．㡢ኌ障害に対する診断と治療

２．㢌㢕部癌の診断と治療

１．ୖ⓶細胞によるẼ道アレルࢠー疾患ㄏ導の࣓カࢬࢽムとࡑのไᚚ

２．ዲ酸⌫性๪㰯⭍炎の病態解明

３．スࢠⰼ⢊症の病態解明

１．ୖẼ道におけるዲ酸⌫炎症の研究

２．アレルࢠー性㰯炎の病態解明

３．Ẽ道ୖ⓶における⢓液産生とࡑのไᚚ

１．፬人科腫瘍に対するロ࣎ット支援ୗ手術

２．オルࣀ࢞イドを用いた፬人科腫瘍の治療᢬抗性解明

３．子ᐑ内⭷症の癌化機構

１．ᖇ⋤ษ開⒕⑞症ೃ⩌の病態解明と治療および予㜵法の開発

２．周産期脳障害における病態解明と治療の開発

３．子ᐑ内⭷症に関する研究 

４．⢭神疾患合ేዷፎに対する⮫ᗋ研究

１．༸ᕢがࢇ幹細胞と治療᢬抗性の関連にࡘいての研究

２．፬人科手術に対するప侵襲手術の検討

３．፬人科がࢇのᚤ小ච疫環ቃ解析

１．ロ࣎ット支援および⭡⭍㙾ୗ手術に関する研究

２．Ἢ尿器癌に対する新規抗癌๣の๰薬

３．Ἢ尿器癌のプロテオ࣑クス研究

１．小児Ἢ尿器科手術（形成手術、⭡⭍㙾手術に関する研究）

２．小児᤼尿障害に関する研究

３．小児Ἢ尿器㡿ᇦにおける0R,画像診断の応用

１．Ἢ尿器科ロ࣎ット手術に関する研究

２．腎腫瘍に対する腎 Ꮡ手術にࡘいての研究

３．進⾜腎癌における඲㌟治療に関する研究

１．腎移植ᣄ⤯཯応における⿵体ไᚚ

２．腎移植におけるドࢼー特異的抗体のไᚚ

３．腎移植慢性抗体関連ᆺᣄ⤯཯応における腎⥺⥔化に関連するᅉ子

　　の解析

１．◪子体内薬物動態の研究

２．糖尿病㯤ᩬᾋ腫に関する研究

１．人工知能を用いたᮍ⇍児⥙⭷症の治療予測モデルの開発

２．ᮍ⇍児⥙⭷症の病態に関する研究

３．カࢽクイザルを用いた║内薬物動態に関する研究

ẕ子診療科

－

講師

㎷　ಇ 一 郎

講師

准教授

教授

（予定教員）教授

῝　ぢ　ᛅ　㍤

新　田　┤　ᶞ

ዪᛶ診療科

講師 ኳ　㔝　　　๰

（予定教員）

（予定教員）教授

⪥㰯ဗႃ科・㢌㢕部
እ科学講座

㸦⪥㰯ဗႃ科・
㢌㢕部እ科㸧

－

⏘科学፬ே科学講座

神　前　ⱥ　明

大　⬥　成　ᗈ

講師

講師

准教授

ᡞ　ᔱ　一　郎

高　ᶫ　㢧　雅

山　୰　和　明講師

講師

Ἢᒀჾ科学講座
㸦Ἢᒀჾ科㸧

－

ୖ　仁　ᩘ　義准教授

ᙳ　山　　　進教授

⃝　田　　　ಟ講師
║科学講座㸦║科㸧

ྜྷ　田　ဴ　也

⬻神経እ科学講座
㸦⬻神経እ科㸧 准教授

教授 ྜྷ　田　和　道

－

小　ᖭ　ᓧ　ᖹ講師
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．心筋⹫血再℺ὶയ害モࢽタリング法の開発

２．㯞㓉・㯞薬による心ಖㆤ作用の解明

１．&D��㍺㏦タンࣃク質に╔┠した、㯞㓉薬の心筋ಖㆤ࣓カ

ムにおける分子ᇶ盤の解明ࢬࢽ　　

２．㯞㓉薬による心臓࣌ース࣓ーカー機能に対するಟ㣭作用の研究

３．㯞㓉薬とイオンチャネルとの相஫作用における電Ẽ生理学的、

　　分子生物学的解析

４．୙整⬦発生に関ࢃるイオン機序に対する㯞㓉薬のಟ㣭作用の研究

１．脳機能画像法を用いた③ࡳの脳内࣓カࢬࢽムの解明

２．慢性⑊③に対する集学的治療

ルス高周Ἴ法を用いたప侵襲治療の開発ࣃ．３

１．小動物用脳0R,を用いた慢性⑊③の脳内࣓カࢬࢽムの解明 �ᇶ♏�

２．₎᪉薬の㙠③࣓カࢬࢽムの解明 �ᇶ♏�

３．慢性③患者における病態と治療ຠᯝ�集学的診療、薬物療法�の

    ホ౯ �⮫ᗋ�

ルス高周Ἴ法を用いたᮎᲈ神経ブロックの⮳㐺᮲௳と長期予後のࣃ．４

   の検討 �⮫ᗋ�

１．&T、0R,を用いた神経疾患の病態解明、機能情報の画像ୗの研究

２．人工知能の画像診断࡬の応用

３．0R,を用いた生体内のὶࢀの研究

１．動態;⥺解析を用いたᣊ᮰性⫵障害、㛢ሰ性⫵障害における

　　῝࿧྾᫬のẼ道ᚄのホ౯

２．動態;⥺解析を用いたᣊ᮰性⫵障害、㛢ሰ性⫵障害における

　　῝࿧྾᫬の⫵㔝⃰ᗘのホ౯

３．腎動⬦周ᅖ神経ྀ࡬の࣎ツリࢾスẘ⣲を用いた高血ᅽ治療᪉法の

　　開発

１．㝈ᒁ性前❧⭢癌のᨺᑕ⥺治療に関する⮫ᗋ研究

２．転移性脳腫瘍に対するከ標的定఩ᨺᑕ⥺↷ᑕのᏳ඲性と

　　᭷ຠ性に関する後ࡁྥࢁ研究

１．人工知能を用いた⫵の超高⢭細&Tの画質ྥୖに関する研究

２．骨軟部画像診断の⢭ᗘྥୖに関するྲྀࡾ組ࡳ

３．小児画像診断の⢭ᗘྥୖに関するྲྀࡾ組ࡳ

４．神経画像診断の⢭ᗘྥୖに関するྲྀࡾ組ࡳ

１．細胞⪁化関連分Ἢ現㇟（VHQHVFHQFH-DVVRFiDWHG VHFUHWRU\ 

　　SKHQRW\SH㸸SASP）の骨ᚤ小環ቃ࡬のᙳ㡪

２．薬๣関連㢡骨ቯṚ動物モデルに関する研究

３．㢡骨再建とṑ科インプラントによるည合回᚟に関する研究

１．口⭍癌治療に関する研究

２．㢡変形症および口⵹⿣治療に関する研究

３．骨྾཰ᢚไ๣関連㢡骨ቯṚに関する研究

４．╧╀᫬↓࿧྾症ೃ⩌に関する研究

㸳．ṑ周病に関する研究

６．インプラント治療に関する研究

１．㟢ฟ骨㠃๰部治⒵に関する࣓カࢬࢽムの解明および新規組⧊

　　再生ಟ᚟ᮦᩱの開発

２．⥙⨶的口⭍内細⳦ྀの解析

３．㢡㢦㠃形態と╧╀᫬↓࿧྾症ೃ⩌とྛ✀疾患との関連性の解明

１．遺伝子診断の⮫ᗋ㐺用

２．新規分子R%,&&,の生物学的機能の解析

３．がࢇ特異的バイオマーカーを用いた診断と治療の開発

４．RA%3�Aを標的とする分子๰薬

１．病理診断学

２．ங⭢・፬人科病理

㧘　ᒸ　一　ᶞ教授

－
ṑ科ཱྀ⭍እ科学講座
㸦ṑ科ཱྀ⭍እ科㸧

講師

ᅬ　田　明　Ọ准教授

講師

ᒾ　ୗ　成　人

小　ᔱ　ள希子講師

教授

教授 Ώ　㑓　჆　அ

㉺　἟　ఙ　也

講師 ᐙ　森　正　志

໭　原　　　ᆒ講師

－

講師

ᨺᑕ⥺医学講座
㸦ᨺᑕ⥺科ࠊᨺᑕ⥺部㸧

໭　川　⿱　฼

㯞㓉学講座
㸦㯞㓉科࢖࣌ࠊン
科㸧ࢡࢵࢽリࢡ

講師 ୰　す　美　ಖ

－

Ἑ　㔝　┤　明

病理部

Ⲕ　㔝　ᚨ　ᏹ

－ 准教授 森　㇂　㕥　子

－ 准教授
臨床᳨ᰝ医学講座

㸦᳨ᰝ部㸧
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．㔜症㢌部外യの集学的治療に関する研究

２．脳Ṛ・脳⸽生に関する⮫ᗋ的研究

３．病院前救急診療体ไの構築

４．救急㡿ᇦにおけるエンドオブライࢣ・ࣇアのྲྀࡾ組ࡳ

１．㐣大侵襲᫬の心機能障害と୙整⬦に関する研究

２．ᩋ血症の臓器障害に関する研究

３．心臓・血管原性ショックの疫学研究

講師 ⸨　㔝　和　඾ １．侵襲᫬におけるከ臓器୙඲発症の機序の解明

１．新規がࢇ関連遺伝子のྠ定と機能解析による発がࢇ機構の解明

進展機構のࢇクス解析による体系的が࣑クス、プロテオ࣑ࣀࢤ．２

　　解明

３．がࢇの新規分子標的治療薬（ప分子・抗体・核酸医薬）の開発

　　が࣌ࢇプチド࣡クチンおよびච疫ไᚚ薬の開発とトランスレ―

　　ショࢼルリサーチ

４．が࣌ࢇプチド࣡クチンおよびච疫ไᚚ薬の開発とトランス

　　レ―ショࢼルリサーチ

㸳．がࢇの個別化医療にྥけたバイオマーカーと分子病態診断システム

　　の開発とトランスレ―ショࢼルリサーチ

６．ヒト⮫ᗋヨᩱのバンク構築と฼活用による研究支援活動

１．ᾘ化器癌手術後の転移機序の解析と治療法の開発

２．ᾘ化器癌周術期における癌ᚤ小環ቃのไᚚ

３．ᅛ形がࢇに対するච疫細胞治療法の開発

１．内科診断学

２．ᆅᇦ医療

３．水・電解質異ᖖのᇶ♏と⮫ᗋ

４．,&Tを用いた医学教⫱᪉法の開発

１．慢性心୙඲の病態生理と治療

２．プライマリࢣアにおける高血ᅽの診断と治療

３．シ࣑ࣗレーション医学教⫱

１．内ど㙾的胃⒦造タ術の手技と管理

２．経腸栄養の㐺応と合ే症

３．NST（栄養サポートチーム）活動とከ⫋✀連ᦠ

１．糖尿病のᆅᇦ医療連ᦠຠ⋡化に関する研究

２．糖尿病患者教⫱と予㜵教⫱のຠ⋡的な᪉法に関する研究

１．࿧྾器内科診療におけるᆅᇦ連ᦠຠ⋡化に関する研究

２．㛢ሰ性⫵疾患の⮫ᗋ

１．大腸癌の集学的治療

２．ᶞ脂製手術器ලの開発

３．抗癌๣ឤཷ性ヨ㦂

４．腫瘍学（病態・治療・ᆅᇦ連ᦠ）

１．⫧‶外科・糖尿病外科治療におけるᏳ඲性と᭷ຠ性の研究

２．食道・胃疾患の外科治療の研究

３．ᾘ化性₽瘍の治療におけるᏳ඲性と᭷ຠ性の研究

１．ᾘ化器外科侵襲学に関する研ಟ

２．マイクロἼ手術デバイスの開発

３．⮅ษ㝖術に関する⮫ᗋ研究

１．新しいエンドトキシン測定法の開発

２．⭡⭍㙾ୗ⫹の࠺᦬ฟ術に対する術後㙠③

１．経⓶的骨ษࡾ法を用いた骨ᘏ長術の᭷用性に関する研究

２．㐟㞳組⧊移植のモࢽタリングに関する研究

３．ษ断指再᥋╔に対する血管࿀合ᩘと生╔⋡に関する研究

１．ᗈ⠊ᅖ組⧊Ḟᦆ๰に対して組⧊再生をྍ能にするスキャ࢛ࣇー

    ルドの開発

２．ከ๣⪏性⳦に対する抗生๣に代ࢃる次ୡ代新規治療の開発

１．ᾘ化管腫瘍に対するప侵襲治療の開発

２．ᾘ化管腫瘍発ぢ⋡ྥୖのためのほᐹ法に関する研究

３．腸内ᚤ生物ྀに╔┠したᾘ化管腫瘍発生における病態解析

村　田　　　⪽

┠　∦　ⱥ　治

໭　村　┤　美講師

㉥　ᇼ　ᾈ　也講師

講師

准教授

准教授

教授

臨床⭘⒆学講座
㸦⭘⒆センター㸧

㓬　㓮　ᘺኴ郎

講師

⥲ྜ内科学講座

ᩆᛴ㞟୰治療医学講座
㸦ᩆᛴ㞟୰治療部ࠊ

⥲ྜ診療部㸧

教授

－

－

杉　本　ಇ　郎

和　田　　　ᗈ

前　㔝　ᜤ　ᏹ

ఀ　⸨　明　ᙪ

▲大　す　正　人

－

㎷　田　㟹　அ

教授

准教授

ሷ　ぢ　┤　人

准教授

⥲ྜእ科学講座 －

教授

山　口　　　๛准教授

ᒸ　㔝　⣧　子講師

ග学医療診療部 － 講師 ᮌ　村　ⱥ　᠇

ᙧᡂእ科学講座 －

特任教授 Ⲩ　田　　　㡰
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．㔜症㢌部外യの集学的治療に関する研究

２．脳Ṛ・脳⸽生に関する⮫ᗋ的研究

３．病院前救急診療体ไの構築

４．救急㡿ᇦにおけるエンドオブライࢣ・ࣇアのྲྀࡾ組ࡳ

１．㐣大侵襲᫬の心機能障害と୙整⬦に関する研究

２．ᩋ血症の臓器障害に関する研究

３．心臓・血管原性ショックの疫学研究

講師 ⸨　㔝　和　඾ １．侵襲᫬におけるከ臓器୙඲発症の機序の解明

１．新規がࢇ関連遺伝子のྠ定と機能解析による発がࢇ機構の解明

進展機構のࢇクス解析による体系的が࣑クス、プロテオ࣑ࣀࢤ．２

　　解明

３．がࢇの新規分子標的治療薬（ప分子・抗体・核酸医薬）の開発

　　が࣌ࢇプチド࣡クチンおよびච疫ไᚚ薬の開発とトランスレ―

　　ショࢼルリサーチ

４．が࣌ࢇプチド࣡クチンおよびච疫ไᚚ薬の開発とトランス

　　レ―ショࢼルリサーチ

㸳．がࢇの個別化医療にྥけたバイオマーカーと分子病態診断システム

　　の開発とトランスレ―ショࢼルリサーチ

６．ヒト⮫ᗋヨᩱのバンク構築と฼活用による研究支援活動

１．ᾘ化器癌手術後の転移機序の解析と治療法の開発

２．ᾘ化器癌周術期における癌ᚤ小環ቃのไᚚ

３．ᅛ形がࢇに対するච疫細胞治療法の開発

１．内科診断学

２．ᆅᇦ医療

３．水・電解質異ᖖのᇶ♏と⮫ᗋ

４．,&Tを用いた医学教⫱᪉法の開発

１．慢性心୙඲の病態生理と治療

２．プライマリࢣアにおける高血ᅽの診断と治療

３．シ࣑ࣗレーション医学教⫱

１．内ど㙾的胃⒦造タ術の手技と管理

２．経腸栄養の㐺応と合ే症

３．NST（栄養サポートチーム）活動とከ⫋✀連ᦠ

１．糖尿病のᆅᇦ医療連ᦠຠ⋡化に関する研究

２．糖尿病患者教⫱と予㜵教⫱のຠ⋡的な᪉法に関する研究

１．࿧྾器内科診療におけるᆅᇦ連ᦠຠ⋡化に関する研究

２．㛢ሰ性⫵疾患の⮫ᗋ

１．大腸癌の集学的治療

２．ᶞ脂製手術器ලの開発

３．抗癌๣ឤཷ性ヨ㦂

４．腫瘍学（病態・治療・ᆅᇦ連ᦠ）

１．⫧‶外科・糖尿病外科治療におけるᏳ඲性と᭷ຠ性の研究

２．食道・胃疾患の外科治療の研究

３．ᾘ化性₽瘍の治療におけるᏳ඲性と᭷ຠ性の研究

１．ᾘ化器外科侵襲学に関する研ಟ

２．マイクロἼ手術デバイスの開発

３．⮅ษ㝖術に関する⮫ᗋ研究

１．新しいエンドトキシン測定法の開発

２．⭡⭍㙾ୗ⫹の࠺᦬ฟ術に対する術後㙠③

１．経⓶的骨ษࡾ法を用いた骨ᘏ長術の᭷用性に関する研究

２．㐟㞳組⧊移植のモࢽタリングに関する研究

３．ษ断指再᥋╔に対する血管࿀合ᩘと生╔⋡に関する研究

１．ᗈ⠊ᅖ組⧊Ḟᦆ๰に対して組⧊再生をྍ能にするスキャ࢛ࣇー

    ルドの開発

２．ከ๣⪏性⳦に対する抗生๣に代ࢃる次ୡ代新規治療の開発

１．ᾘ化管腫瘍に対するప侵襲治療の開発

２．ᾘ化管腫瘍発ぢ⋡ྥୖのためのほᐹ法に関する研究

３．腸内ᚤ生物ྀに╔┠したᾘ化管腫瘍発生における病態解析

村　田　　　⪽

┠　∦　ⱥ　治

໭　村　┤　美講師

㉥　ᇼ　ᾈ　也講師

講師

准教授

准教授

教授

臨床⭘⒆学講座
㸦⭘⒆センター㸧

㓬　㓮　ᘺኴ郎

講師

⥲ྜ内科学講座

ᩆᛴ㞟୰治療医学講座
㸦ᩆᛴ㞟୰治療部ࠊ

⥲ྜ診療部㸧

教授

－

－

杉　本　ಇ　郎

和　田　　　ᗈ

前　㔝　ᜤ　ᏹ

ఀ　⸨　明　ᙪ

▲大　す　正　人

－

㎷　田　㟹　அ

教授

准教授

ሷ　ぢ　┤　人

准教授

⥲ྜእ科学講座 －

教授

山　口　　　๛准教授

ᒸ　㔝　⣧　子講師

ග学医療診療部 － 講師 ᮌ　村　ⱥ　᠇

ᙧᡂእ科学講座 －

特任教授 Ⲩ　田　　　㡰
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．血液浄化療法学

２．糖尿病性腎症の発症および進展機構の解明

１．造血幹細胞の特性解明

２．白血病幹細胞の特性解明

１．食道癌周術期栄養管理に関する研究

２．胃癌・食道癌術後の転移再発機序に関する研究

３．食道癌の集学的治療

１．医用電子工学

２．医療情報システム

３．循環器系の生体工学

１．脂質トランスポーターおよび脂質代謝に関する研究

２．脂質分析法の開発

３．個別化薬物療法に関する研究

１．脂質トランスポーターに関する研究

２．金属トランスポーターに関する研究

１．外科侵襲学に関する研究

２．新しいエンドトキシン測定法の開発

３．大腸癌・炎症性腸疾患の治療に関する研究

講師 萬　代　良　一 １．院内救急対応システム

１.  悪性骨・軟部腫瘍の病態と治療に関する研究

２.  整形外科再建手術におけるマイクロサージャリーによる

　　アプローチ

３.  突発性前・後骨間神経の病態と治療に関する研究

１．医療管理学

２．医療系社会学

３．心臓核医学を用いた病態生理学

１．生体臓器移植に対する認識調査―インターネット調査による

　　一般市民の自由記述回答の分析

２．インターネットを活用した研究参加希望者支援システムの構築

３．改正臓器移植法における親族優先提供をめぐる議論の批判的検討

１．人工関節手術に関する研究

２．リウマチ性疾患の疫学調査

３．運動器リハビリテーションに関する研究

１．糖尿病性腎臓病におけるポドサイトの障害機構の解明

２．慢性腎臓病における腎機能障害機構の解明

１．神経変性疾患・認知症の病態解明

２．核酸医薬を用いた神経変性疾患・認知症の根本治療法開発

３．摂食機能・高次脳機能指標、画像指標を用いた神経変性疾患・

　　認知症のバイオマーカー開発

１．アルツハイマー病の発症機序の解明と治療標的の探索

２．認知症の超早期診断法の開発

３．神経変性疾患の病態解明と診断・治療法の開発

１．霊長類ES／iPS細胞に関する研究

２．遺伝子組換えサル作製技術の開発とヒト疾患モデリング研究

３．霊長類の初期発生・胎盤発生の研究

４．血管新生の分子機構

１．新規発光プローブによる抗小胞体ストレス薬の開発及び応用研究

２．TDP-43結合mRNAの翻訳産物に焦点を当てた孤発性筋萎縮性

　　側索硬化症の細胞病態の解明

３．病原関連変異APP遺伝子組換えアルツハイマー病モデルザルを

　　用いた早期診断・治療法の開発

－臨床研究開発センター

笠　間　　　周教授

特任講師

－

准教授 池　田　義　人

教授
医療安全管理部

橋渡し－
神経診断治療学

橋渡し－
神経診断治療学

（予定教員）教授

－リハビリテーション部

神経難病研究センター

守　村　敏　史

倉　田　真由美講師

教授

－

准教授

－

基礎－
分子神経病理学

医師臨床教育センター

山　原　真　子

川　崎　　　拓

教授 石　垣　診　祐

准教授 柳　沢　大治郎

動物生命科学研究
センター

依　馬　正　次教授

－

児　玉　成　人准教授

教授 森　田　真　也

－ 講師 竹　林　克　士

南　口　仁　志講師－

金　崎　雅　美講師

－

清　水　智　治

－薬物治療学講座

血液浄化部

栄養治療部

■杉　本　喜　久准教授医療情報部

輸血・細胞治療部
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．アルツハイマー病モデルマウスを用いた病態形成࣓カࢬࢽムの解明

２．酸化ストレスが脳のᜏᖖ性⥔ᣢに及ࡰすᙳ㡪の解析

１．アルツハイマー病をはࡌめとする神経変性疾患の࣓カࢬࢽムの

　　解明とࣃームἜ由᮶トࢥトリエࣀールな࡝の抗酸化物質による

　　治療法に関する研究

２．トࢥトリエࣀールᢞ୚による腸内細⳦ྀと腸内࣓タ࣎リࢬムの

　　改ၿと認知機能との相関にࡘいての動物モデルを用いた研究

３．アルツハイマー病遺伝子導ධ神経ⱆ細胞に対するトࢥトリエ

ームのຠᯝ検ド࢛ࣇࢯールのアイࣀ　　

４．トࢥトリエࣀールᢞ୚したアルツハイマー病モデルマウスの

　　ᾏ馬におけるトランスクリプトーム、プロテオーム、࣓タ࣎

　　ロームの⥲合的解析（マレーシアᅜ民大学とのඹྠ研究）

１．医療機器のためのᒅ᭤機構の研究開発

２．軟性医療機器の研究開発

３．軟性ロ࣎ット機構

４．画像ㄏ導手術

１．⫢臓の⥺⥔化における⫢ᫍ細胞の活性化機構の解明

２．⭡⭍内における臓器表㠃୰⓶と⭡⭍マクロ࢓ࣇージの相஫作用

３．⮅臓がࢇにおけるマクロ࢓ࣇージのᙺ๭

１．慢性㛢ሰ性⫵疾患（&2PD）の病態解明

２．&2PD࣍ࢥート集ᅋデータを用いた⮫ᗋ研究

レーションによる୙整⬦治療の開発࣑ࣗータシࣗࣆンࢥ．１

２．㞴治性心ᡣ細動アブレーション医療機器と新術ᘧの開発

３．生体医工学・iQ ViOiFR・人工知能➼による循環器病態解明

４．ヒトiPS心筋細胞シートの循環器病治療・๰薬࡬の応用

１．ᜏᫍの形成㐣⛬の研究

２．ᫍ間࢞スの進化の研究

３．ハイ࢛ࣇࣃーマンス ࢥンࣗࣆーテ࢕ング

教授 ఀ　⸨　ಇ　அ １．医学教⫱学

１．動物モデルを用いた胃・食道発癌に関する研究

２．⫹Ồ酸の発癌及び癌の進展に関するᙳ㡪

３．新しい３次ඖᇵ養システムを用いた癌研究

１．循環器疾患・生活⩦័病の疫学

２．循環器疾患・生活⩦័病の予㜵医学

３．栄養疫学

１．糖尿病・代謝性疾患・生活⩦័病の疫学・予㜵医学

２．循環器疾患・₯在性動⬦硬化症の疫学研究

３．࣓タ࣎ロ࣑クスによる認知症の解明

１．疫学研究における⤫ィ解析手法の開発

２．೺ᗣ・ಖ೺医療サービス研究のための⤫ィ解析手法の開発

３．㌟体活動、加㱋に関する疫学研究

１．ங癌のᾐ₶転移と⥺⁐系および᥋╔ᅉ子

２．ங癌ᾐ₶⠊ᅖの0R,マッࣆング

３．ங癌術前化学療法の細胞性ච疫に対するຠᯝ

１．糖尿病神経障害の発症機構とTN)

ンドリア脳筋症の病態解明ࢥト࣑．２

３．A/Sの遺伝子治療

１．ᖹ⁥筋཰縮のไᚚ機構に関する研究

２．*P&Rに対する๰薬研究

３．大学の知的㈈産マネジ࣓ントに関する研究

⏘学㐃ᦠ᥎㐍部門
研究ά動⤫ᣓᮏ部研究ᡓ

␎᥎㐍ᐊ
≉௵෸教ᤵ 早川　᫭一

๰発ⓗ研究センター

－㹇㹐ᐊ

－ᆅ域医療教育研究ᣐⅬ

医療⤫ィ学

᭱ඛ➃␿学

ண㜵医学

㛛　田　　　ᩥ

୕　ᾆ　克　அ

准教授

教授

1&'␿学研究センター

川　合　ᐶ　道

原　田　ள⣖子准教授

（予定教員）教授

准教授

－
医学・┳ㆤ学教育

センター ྥ　ᡤ　㈼　一教授

（予定教員）－

ᱵ　田　᭸　子

准教授

教授

－情報⥲ྜセンター

小　川　᝴美子准教授－ಖ೺管理センター

－

ⰱ　原　㈗　ྖ

ᮅẚዉ　Ḡ　治

本　山　一　㝯准教授

ᐇ㦂ᐇ⩦ᨭ᥼センター 准教授

ඛ➃医療研究開発 特任准教授 山　田　⠜　史

:AN =8R,NA+
:AN N*A+

特任教授ᅜ㝿ඹྠ研究

ᣮᡓⓗ研究 ᶫ　本　⩧　子特任准教授

- 2� -
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